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こ の 集 計結 果 は 、 日本 自転 車振 興会 か ら競 輪収益 の一 部 で

あ る機 械 工 業振 興 資 金 の 補 助 を受 け て 、 昭 和58年 度 に実 施 し

た 「わ が 国 の情 報 処 理 に 関す る動 向調 査 」 の一環 と して と り

ま とめた もの で あ ります。
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は じ め に

公 衆 電気 通 信 法 の 一部 改 正 に よ り、昭 和57年10月 か ら、 い わ ゆ る第2次 回線

開 放が 行 わ れ、 フ ァー ム バ ン キ ン グな ど、 これ まで実 現 で きなか ったい くつ か

の シス テ ムが利 用 で きる よ うに なっ て きて い る。

わ が国 の情 報 化 は 、 こ れ まで の 自社 内オ ンラ イン シス テ ムか ら、企 業 とそ の

取 引先 企 業 な どの 間 の 企 業 間 オ ン ライ ンシステ ムが進 み つつ あ り、新 たな 飛躍

の 時代 をむか え て い る。

この ような背 景 か ら、 これ まで実 現 で きなか った異 企 業 間 の オ ン ライ ン シス

テ ムを企 業 間 オ ン ラ イ ン シス テ ム と称 し、 自社 内 オ ン ライ ン シス テ ム と区別 し

て、 そ の 普及 状 況 等 の現 状 を把 握す る こ とを 目的 と して 、本 調 査 を実 施 した。

この企 業 間 オ ン ライ ン シ ス テ ムは 、 現状 では 、 フ ァー ム バ ン キ ン グ と受発 注

オ ン ライ ン シス テ ムが最 も普 及 して い る と想 定 し、 この2つ の シス テ ム を中心

に 調 査 した。

フ ァー ム バ ン キ ン グに つ い て は 、 昭和59年1月 に パ ソ コ ン接 続 の全 銀協 プ ロ

トコ ル標 準 が 決 め られ 、今 後 、 ます ま す そ の普 及 に拍 車が か か る もの と思 われ 、

そ れ に と もない 、サ ー ビス の 内容 も一 段 と高度 な ものに な って い くと思 わ れ る。

今 回 の 調査 で は 、 フ ァー ムバ ンキ ン グの端 末 として 、電 話 、 テ レ ック ス、 フ ァ

ク シ ミ リも含 め たが 、本 格 的 な シス テ ム と しては 、パ ソ コ ン、 コ ン ピ ュー タ で

結 ぶ もの を フ ァー ムバ ンキ ン グ とい って お り、 この概 念 の違 い も考慮 して 、調

査 結 果 を と りま とめた 。

また 、受 発 注 オ ン ライ ン シス テ ム につ い ては 、大 企 業 の 場 合 は、 各 支 店 間 で

広 く行 わ れ てい るが 、今 回 の 調 査 では 、 支店 間で は 自社 内 とみ な し、対 象外 と

した 。 対 象は 、 あ くまで他 企 業 との受 発 注 オ ン ライ ン シス テ ム と した。

企 業 間 オ ン ライ ン シス テ ムは 、第2次 回線 開 放 後 まだ1年 で ある こ とか ら、

ま だ ス タ ー トの 段 階 で あ り 、社 会的 諸 制 度の 整 備 の進 展 とあい ま って 、 こ こ数



年 の 間で急 速 に 普 及 す る もの と思わ れ る。

我 が国 の 情 報 化 は,汎 用 大 型機 に よる情 報 シス テ ムの 構 築 、 また 、そ れ ら と,

パ ソ コ ン、 オ フ コ ン、 ワー クス テ ー シ ョン な どを統 合 したOAシ ス テ ムな ど、

基 本 的 には 自社 内 に ク ロー ズ され た シス テ ムで あ った とい っ て よ く、そ れ に よ

って 、情 報 化 の 内容 もそ の制 約 の中 で進 ん で来 た 。 今 後 、 企 業 間 オ ン ライ ン シ

ス テ ム の普 及 に よ り、情 報 化 の 内容 も、 一企 業 内の わ くを超 え て、 社 会 シス テ

ム と しての 広 が り を もっ て くるだ ろ う。 これは また 、 現行 の社 会 シス テ ム を、

さ らに質 の 高 い ものへ 変 え て い く可 能性 をも って お り、 この可 能 性 を と り込ん

だ 、社 会 的諸 制 度 の 再 構 築が 待 たれ て い る。

最 後 に 、本 調査 実 施 に 当 って、 ア ン ケー トに ご回答 い た だ い た 企業 な らびに

ご協 力い た だ いた 関 係 各 位 に心 よ り感謝 す る次 第 で あ る。

■

昭和59年3月
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].調 査 の 概 要

1.調 査 目 的

本 調査 は 、 わが 国 を代 表 す る企業 を 対 象に 、 企業 間 オ ン ライ ン シス テ ム(フ

ァー ムバ ンキ ング、 受 発 注 オ ン ライ ン シス テ ムな ど)の 実 態 とニーズ を 明 らか

にす る こ とを 目的 と して 実施 した。

2.調 査 対 象

東 証一 部 上場 企 業 の う ち、銀 行 をの ぞ く929社 を調 査 対 象 と した。
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5 調 査 項 目

企 業 間オ ン ライ ン シ ス テ ムの利 用状 況

フ ァー ムバ ンキ ン グに つ い て

利 用媒 体 の 現 状

利 用媒 体 の ニー ズ

サ ー ビス メニ ュー の ニ ー ズ

手 数料 に対 す る考 え 方

普及 の制 約

銀 行 選 別 の ポ イ ン ト

導 入 の 効 果

マ ル チ パ ンク レポ ー トの 必要性

情 報 提供 サ ー ビスへ の ニ ー ズ

受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム に つ い て
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普 及状況

導入の きっかけ

運営 の主体

導入の効 果

普及の制約

4.調 査 方 法

調 査 は 、 別 添調 査 票 を郵 送 ・回 収 して行 った 。 調 査期 間 は 、 昭和59年3月1

日か ら3月15日 の約 半 月 間 で あ る。

5.回 答 企 業 数

・ 調 査 票 発送 数

・ 回答 企 業 数

(回 答 率25.10/6)

929社

233社
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‖. 調 査 結 果

1.企 業 間 オ ン ライ ン シ ステ ム の 導 入 状 況

75%の 企 業 が 何 らか の企 業 間 オ ン ライ ンシ ス テ ム を利 用 して い る。

利用 していない企業

25%、58老 土
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企業間オン ライン
システ ム利用企業

75%、175社

・:〉

図1(1)企 業 間 オ ンラ イ ンシ ス テ ム利 用企 業 比率

こ こで は 、企業 間 オ ンラ イ ン システ ム を次の よ うに 考え てい る。

'

企業間オン ライ ンシス テム

(異 なる企業間 の
オン ラインシステ ム)

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ

受 発注オン ラインシステム

その他

テ レ フ オン サ ー ピス

フ ァク シ ミ リサ ー ビ ス

テ レ ッ クス サ ー ビス

ハ ソ コ ン サ ー ビス

オ ン ライ ン伝 送 サ ー ビス

そ の 他
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フ ァー ム バ ン キ ン グ を 、 パ ソ コンサー ビ ス 、 オ ンライ ン伝 送 サ ー ビス に 限 定

した 概 念 とす る と 、 企 業 間 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 利 用 企 業 は 、39%で あ る。
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フ ァームバ ンキ ングの うち、パ ソコン、オンライン伝送以外の

電話、 ファク シ ミリ、 テレ ックス、 その他のみを利用 してい る

企業36%84社

図1(2)企 業 間 オ ンラ イ ンシス テ ム利 用 企 業数 比 率

(フ ァー ムバ ンキ ング をパ ソ コ ン、 オ ン ライ ン伝 送

に限定 した 場 合)

企業間オン ラインシステム
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フ ァー ム バ ン キ ン グ は67%の 企 業 が 、 受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ムは
、

24%の 企 業 が 利 用 し て い る。
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図1(3)企 業 間 オ ンラ イ ンシス テ ム の導 入 状 況
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表1.企 業 間オ ン ライ ン システ ム導 入状 況 回 答
企 業数

比 率

Aフ ァ ー ム バ ン キ ン グ 157 674

B受 発 注 オ ン ラ イ ン シス テ ム 56 24.0

Cそ の他
'

26 112

D利 用 して い ない 58 24.9

合 計 297 『

(有 効回答 企業数233社 、 重複 回答)←

(比 率 は 、 有効 回答 企 業 数 に お け る各 項 目の回答 企業 数 の 比 率 を示 す 。

以 下 、比 率は、 この意 味 で 用 い る。)

なお 、 そ の他 の 企 業 間オ ン ライ ンシス テ ムに つ いて は 、 証券 会 社 との 経済情

報 オ ン ライ ン シス テ ムが ほ とん どで あ る。 また 、 この 証 券会 社 との システ ム に

つ い て は、今 回 の調 査 では 選 択 例 と して あげ て い ない た め 、 調査 の数字 は、 必

ず しも現 状 を示 してい る と は考 え に くい。
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2.フ ァ ー ム バ ン キ ン グ に つ い て

2.1利 用 媒体 の 現 状

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス の 利 用 媒 体 は 、 現 在 は 、 テ レ ソ ク ス 、 電 話 、

フ ァ ク シ ミ リが 中 心 で パ ソ コ ン 、 コ ン ピ ュー タ は 、 ま だ ま だ 利 用 が 少 な い 。
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図2-1フ ァ ー ム バ ン キ ン グサ ー ビ ス の 利 用 媒 体 の 現 状

表2-1現 在 の フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス の

利 用 媒 体

回 答

企業数
比 率

Aテ レ フ ォ ン サ ー ビ ス(ア ン サ ー シ ス テ ム な ど) 66 41.8

Bフ ァ ク シ ミ リサ ー ビ ス 65 41.2

Cテ レ ソ ク ス サ ー ビ ス 115 72.8

Dパ ソ コ ン サ ー ビ ス 10 6.3

Eオ ン ラ イ ン伝 送 サ ー ビス(コ ン ピ ュ ー タ) 14 &9

Fそ の他 9 5.7

合 計 279 一

(有 効回答企業 数 158社 、 重 複 回 答)
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2.2利 用 媒 体 の ニ ー ズ
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将 来 、 利 用 し た い と考 え る フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス の 利 用 媒 体 は 、 圧 倒

的 に 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 パ ソ コ ン で あ り、 フ ァ ク シ ミ リに も根 強 い ニ ー ズ が あ る 。
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図2-2フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス の 利 用 媒 体 の ニ ー ズ

. 表2-2将 来 利 用 した い と思 うフ ァー ムバ ンキ ン グ

サ ー ビス の媒 体

回 答

企業数
比 率

Aテ レ フ ォ ン サ ー ビ ス(ア ン サ ー シ ス テ ム な ど) 9 4.0

Bフ ァ ク シ ミ リ サ ー ビス 38 17.0

Cテ レ ッ ク ス サ ー ビス 10 4.5

Dパ ソ コ ン サ ー ビス 102 45.7

Eオ ン ラ イ ン伝 送 サ ー ビ ス(コ ン ピ ュ ー タ) 147 65.9

Fそ の他 4 1.8

合 計 310 一

(有 効回答企業数 223社 、 重 複 回 答)
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2.5サ ー ビ ス メ ニ ュ ー の ニ ー ズ

サ ー ビ ス メ ニ ュ ー の ニ ー ズ に つ い て は,過 去 の 取 引 内 容 紹 介 を 除 い た6つ の

サ ー ビ ス メニ ュ ー の い ず れ も 、 高 い ニ ー ズ を 示 し て い る。
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取引 自動 過去の 入 出金 給与 総合 その他

明細 資金 取 引内 通 知 振込 振込

照会 振替 容 照会

ファームバ ンキングサービスのメニ ューのニーズ

表2-3利 用 した い と思 うサ ー ビ ス メ ニ ュ ー 回 答

企業数
比 率

A残 高照会 176 78.2

B取 引 明細 照会 146 64.9

C自 動資金振替 148 65.8

D過 去の取 引内容照会 64 28.4

E入 出金通知 169 75.1

F給 与 振込 サ ー ビス 132 5&7

G総 合 振 込 サ ー ビス
¶

172 76.4

Hそ の他 20 8.9

合 計 1,027 一

(有 効 回答企業数 225社 、 重 複 回 答)
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`

2.4 手数料に対す る考え方

手数料に対する考え方は、 「D、 従来 の 手 数料 体 系 よ りも減 額 して 欲 しい」

お よび 「E、 使 用 頻 度 に応 じて 支 払 う」 とい うこ とに 肯定 的 傾 向 で、 その 他

に つい て は 、 有意 な傾 向 は 見 い 出せ ない 。 また、 サ ー ビス メニ ュー 別 に も差

異 はほ とん どない。
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表2-4

フ ァームバンキングサ ービスの手数料

についての考 え方

1.は い

ど ち ら

2.と もい

え な い

3.い い え 合 計

回答
企業
数
%
回答
企業
数
%
回答
企業
数
%
回答
企業
数

無回
答企
業数

Aサ ー ビスメニ ュー単位 に手数料 を支払 っ

て も良い と考えている。
56 279 92 45.8 53 26.4 201 32

Bサ ー ビス メニューをパ ッケージに して手

数料 を支払 って も良い と考えている。
46 22.9 93 463 62 30.9 201 32

Cフ ァームバ ンキ ン

グサービスの手数料

は、従来 と同 じ手数

料体系 が望ま しい と

考えてい る。

残 高 照 会 51 34.2 54 36.2 44 29.5 149 84

取 引 明 細 照 会 52 35.9 55 37.9 38 26.2 145 88

自 動 資 金 振 替 39 28.3 55 39.9 44 3L9 138

ノ

95

過去 の取引内容照会 47 33.8 57 41.0 35 25.2 139 94

1

・

-

入 出 金 通 知 54 36.2 49 32.9 46 30⑨ 149 84

給 与振 込 サ ー ビ ス 43 29.7 48 33ユ 54 372 145 88

総 合振 込 サ ー ビス 38 27.0 49 348 54 383 141 92

Dフ ァ ー ム バ ン キ ン

グ サ ー ビス の 手 数 料
ト

は、従来の手数料体

系 よりも減額 して欲

しいと考 えている。

残 高 照 会 92 59.7 55 35.7 7 46 154 79

取 引 明 細 照 会 89 59.3 53' 35.3 8 5.3 150 83

自 動 資 金 振 替 99 669 46 31.1 3 2.0 148 85

過去の取引内容照会 85 58.6 54 372 6 4.1 145 88

入 出 金 通 知 97 63.0 50 32.5 7 46 154 79

給 与 振 込 サ ー ビ ス 119 72.6 40 244 5 3.1 164 69

総 合振 込 サ ー ビス 129 74.9 38 22.8 4 2.4 167 66

Eフ ァームバ ンキン

グサービスの使用頻

度 に応 じて支払 う。

残 高 照 会 64 432 59 39.9 25 169 148 85

取 引 明 細 照 会 63 43.2 60 4L1 23 15.8 146 87

自 動 資 金 振 替 68 48.6 54 38.6 18 12.8 140 93

過去の取引内容照会' 64 44.8 60 42.0 19 13.3 143 90

入 出 金・通 知 63 42.6 62 4L9 23 15.5 148 85

給 与 振 込サ ー ビ ス 67 46.9 57 39.9 19 13.3 143 90

総 合振 込 サ ー ビス 68 48.2 54 38.3 19 13.5 141 92

(注 ・ この表での%は ・各行 の回答企業数合計vak・け る1 .2、3列 の回答 企業数 の割合 を示す.)
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2.5普 及 の制 約

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビ ス の 普 及 の 制 約 と な っ て い る も の は 、 半 数 近 くの

企 業 は 、

・ プ ロ トコ ル の 不 統 一

・ コ ス トが 高 い

の2つ を あげ て い る 。 さ ら に 、1/3以 上 の 企 業 が 、

・ セ キ ュ リテ ィ の 不 完 全 性

・ 法 制 度 の 制 約

を あ げ て い る 。
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図2-5

BCDE

セキュリティ プロトコル コス ト その他

フ ァー ム バ ン キ ン グ普 及 の 制 約

表2-5(1)フ ァ ームバ ンキングサ ービスのわが国 での普 及のための

ネ ックは何 と考えるか。

回 答

企業数
比 率

A法 制度の制約 75 33.9

Bセ キ ュリティの不完 全性 87 39.4

Cプ ロ トコ ル トの不 統 一 107 48.4

Dコ ス トが 高 い 100 45.3

Eそ の他 25 11.3

合 計 394 一

(有 効 回答企業数221社 、 重複回答)
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そ の他 の具 体 的 見解 で は、 企 業 間 の ニー ズ と して は 、全銀 行 か ら統一 した シ

ス テ ムで 、統 一 したサー ビス を受け た い とい うこ とが圧 倒 的に 多 い。 これ が 実

現 で きな い こ とが 普及 の最 大 の ネ ックで あ る と して い る。

表2-5② フ ァー ムバ ンキ ン グ普 及 の 制 約(そ の他 の具 体的 見 解)

項番

複 数銀 行 との統 一 し

た シス テ ム化 を望 む。

企 業 の ニ ー ズが現 行

では 満 たせ ない。

ファームバンキング普 及 のネックに対 す る 見解

銀 行別 シス テム で な く 協 会 での 統一 総 合 し

た シス テ ム化

全 銀 行か ら同一 サ ー ビス が受 け られ る ネ ソ ト

ワー クが作 られ る こ と。

全 取 引銀 行 を カバ ーで きる シス テム で な け れ

ば 不 合 理

複 数 の銀 行 と1つ の手段 で送 受 で き るのが 前

提 と なる。

銀 行 側 が 明確 に フ ァー ム バ ン キ ングに お け る

企 業側Needsを 理解 し、各 行 統 一 して対 応 す る

こ と。

企業 特 有 の 銀 行取 引状況 と取 引銀 行 の数 の 多

さ。

取 引 銀 行 が 多 く当該 シス テ ム導 入 が 、 数 の面

で難 しい。

取 引 銀 行 の 分散 、 シス テ ム開 発 コス ト

都 銀 ・地 銀 ・信 用金 等 、 シス テ ム開発 レベ ル

の 相違

マル チ バ ンク レポ ー トが で きない こ と。

VAN会 社 の発 展 と展開 内容

銀 行 の シ ェア競 争 が 企業 の 効率 的対 応 を阻害

す る可 能 性 が あ る。

銀 行 ・証 券 業 界 にお け る垣根 問題 が早 期 解 決

され な い限 り、真 の意 味 での普 及 発 展 は 期 待 で

きな い 。
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項番

ワ
】

3

4

分 類 項 目

コ ー ド 、 フ ナ ー マ ッ ト

の 不 一 致

銀 行 と企 業 の ニ ー ズ

等 の 不一 致

サ ー ビス の メ ニ ュ ー

等 の 不 足

ファーム バンキング普及のネ ックに対する見解

・ 特 に 入 金通 知 に関 して
、 コー ド体 系 フ ォー マ ン トの

統 一 が 必 要 で あ る。

・ 会 社 コ ー ドで マ ッチ ン グ で きな い(コ 一一 ドが 各

々 の 企 業 で 個 有 に 設 定)。

・ 現 在 の と こ ろ企 業 ニ ーズに 合 致 しない 。

・ 現 在 、 ま だ ニ ー ズ不 足

・ 魅 力 あ る サ ー ビス が な い。

・ 各銀 行 の お もわ く(イ ニ シアチ ブ を取 りたい)

が あ っ て各 銀 行 間 の足 並(メ ニ ュー 内容 等)が そ

ろ ってい な い。

・ 銀 行 の体 質 が ユ ー ザ ー本位 に ない(ユ ー ザ ー一の

便 利 さ よ りも銀 行 の都 合 に あわ せ た シス テ ムが 多

い)。

・ 各銀 行 の プ ログ ラムが 異 なる。

・ 銀 行提 供 ソ フ トが ハ ー ドを決 め る。

・ メニ ュー の 不 足 、関 係 者 の不 足 。

・ メ ニ ュー 不足 、 小売 業 等一 部業 種 を除 けば 、現

行 メ ニ ュー で は不 満足 の は ず。

・ サ ー ビス メニ ューの 不足(今 後1～2年 で 解 消

す る と考 え る)。

・ 現金 の入 出金 につ い て 、 企業 内への キ ャ ッ シ ュ

デ ィスペ ンサーの 設置 。小 切 手 ・手 形 の コ ン ピ ュー

タ処 理 が今 後 の課 題 と考 え られ る。
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項番 分 類 項 目 ファー ムバ ンキング普及の ネ ックに対する見解

・ サ ー ビ ス提供 に至 る までの 作 業 が 頻雑 す ぎる。

家庭 用TVぐ らい の簡便 さが 欲 しい。

5. 情報不足 ・ 現 状 の 説 明程 度 で は、具 体 的 イ メー ジがわ か

な い 。

・ 手数料引落 し方法 とその情報不足

・ 企業 にお け る メ リ ソ ト及 び対応 が判 断 しに く

い 。

6 投 資の増 大 ・ コ ン ピ
ュー タ に 対 す る投 資 が 大 き く な る(ハ

一 ド ・ ソ フ ト と も)
。

7. 企業側の体制 の不 備 ・ 外 部 要 因的 に ネ ックが あ る とは 思 わ ない 。

・ サ ー ビス を受 け る企 業側 の体 制 の 不備 。
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2.6銀 行 選 別 の ポ イ ン ト

フ ァー ム バ ン キ ン グ サ ー ビ ス の 普 及 に よ っ て 、 取 引 銀 行 数 の 絞 り込 み が 予 想

さ れ る。 そ の 際 の 銀 行 選 別 の ポ イ ン ト と して は 、1/2企 業 が 、 「メイ ン銀 行 、

準 メ イ ン銀 行 」 と し、1/3が 「従 来 どお り」 、 「サ ーー ビ ス 内 容 」 、1/4が

料 金 を上 げ て い る。
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O

ABCDEF

サービス 料 金 セキュリティ メイン 従 来 その他

内 容 準メイン どおり

の関係

図2-6フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビ ス に よ る銀 行 選 別 の ポ イ ン ト
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表2-6フ ァー ムバンキングサー ビスの普及に よって取引

銀行の絞 り込みが予想されるが、銀行選別のポイ ン トは
回答企業数 比 率(%)

Aサ ー ビスの内容 82 36.0

Bサ ー ビスの料金 55 241

Cセ キ ュリティの体制 34 14.9

Dこ れ まで以上 に、 メイン、準 メイン銀行 に絞 り込む 112 49.1

E特 に絞 り込みは行なわず、従来の取引銀行 と続 ける 74 32.5

Fそ の 他 4 1.8

合 計 361 一

(有 効 回答企 業数228社 、重複 回答)
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2.7導 入 の 効 果

、

プ アー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス 導 入 の ・効果 と して は 、

・資金 の集 中 管 理 、運 用 の 効率 化 が で きた

・会 計 事 務 の 合理 化 が で きた

・業 務 の コン ビ ュー・タ処理 と会 計 処 理 が連 動 した効 果的 な シス テ ム とな った

の順 で多 く、事務職員数 の削減効果については半.数以上がほ とん ど変化 な しと

し て い る。
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図2-7 フ ァー ムバ ンキ ソグ導入 の効 果

一17一



表2-7

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ

サ ー ビス 導 入 の 効 果

は 、 どの 程 度 か

1.大 き い 2.多 少
ほ とん ど3
.変 化 な し 合 計

回 答
企業数

%
回 答

企業数
%
回 答

企業数
%
回 答
企業数

%

A会 計事務 の合理化

が進 んだ 20 19.4 47 45.6 36 35.0 103 100

B資 金 の集 中管 理 、

運 用 の効 率 化 が で

きた

24 24.5 36 36.7 38 388 98 100

C事 業の新 たな展開

が可能 に なった 1 1.1 12 13.0 79 85.9 92 100

D会 計 情報 の 処理 の

ス ピー ドア ップに

よ り戦 略 的意 志 決

定 が 早 くな った

8 85 31 33.0 55 585 94 100

E業 務 の コ ン ピュー

タ処理 と会 計 処 理

が 連動 した効 果 的

な システムとなった

20 20.8 27 281 49 51.0 96 100

F事 務職員数 の削減

効果があ った 5 5.4 28 30.] 60 64.5 93 100

Gそ の 他

7 87.5 0 0 1 12.4 8 100

(注.こ の 表vak・ け る%は 、 各 行 の回 答 企 業数 合計 に おけ る1,2,3列 の 回 答

企 業 数 の 割 合 を示 す。)
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.

・

、

2.8マ ル チ バ ン ク レ ポ ー トの 必 要 性

複 数 の銀 行 との フ ァー ムバ ン キ ン グを、 統 合的 に 処 理 しサ ー ビスす る いわ ゆ
「

る マル チ バ ン ク レポー トの必 要 性 につ い ては 、70%の 企業 が必 要 だ と し、 具

.

体 的 に は 、銀 行 の共 同 設立 機 関が 望 ま しい と、`80%の 企業 が 考 え て い る。
-

.

.

図2-8(1)

A必 要 な い

25.1%

B必 要 である

74.9%
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マ ル チ バ ンク レポー ト

の 必要 性

謬羅
ABしDE

公的 機関 銀行 銀行 の共同 その他
設立機関

独立系の

計算センター

図2-8(2)マ ル チ バ ン ク レポ ー トに ふ さ わ

し い と考 え る組 織 体

表2-8(1)複 数 の 銀 行 との フ ァー ムバ ン キン グ を 統 合 的

に 処 理 サ ー ビス す る マ ル チ バ ン ク レ ポ ー トは 必 要 か

回 答

企業数
比 率

(%)

A必 要 な い 54 25.1

B必 要 で あ る 161 74.9

合 計 215 100

(有 効 回答企業数 215社)

1
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L

表2-8(2)マ ル チ バ ン ク レ ポ ー トを行 う主 体 は 、 どれ

が 相 応 しい と 考 え る か

回 答
企業数

比 率
(%)

a公 的 機 関 13 81

b銀 行 11 68

c銀 行の共同設立機 関 136 84.5

d独 立 系の計 算 セ ン ター 5 3.1

eそ の 他 4 2.5

合 計 169
一

(有 効回 答企 業 数161社 、重 複 回 答)

表2-8③ そ の 他 の 具体 的 内 容及 び コ メ ン ト

・例 え ば 商社 等

・民 間 及び公 的機 関(NTT)に よる共 同 設立 機 関

・国 際 的VAN会 社 の 設 立 のため に、銀行 、商 社、 メーカーが 一 体 とな つた

会 社

・必 要 ない と考 え る が、 必 要 と して も各行 が システ ムを統 一 し汎 用性 あ る

もの と し、 企 業 の 負担 とな らな い こ とが 前 提 とな る。

・企 業 機 密 が守 れ る機 関 で の 処理 が望 ま しい。

・現 時 点 で判 断 で き ない が 、 企 業 財務 デー タの生 死 を 握 る立場 とな る点、

デー タ提供 機 関 に 自由競 争原 理 が 働 く必要 が あ る と思 う。
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2.9 情 報提 供サ ー ビス への ニ ーズ

フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビ ス の う ち 、 特 に 情 報 提 供 サ ー ビス に つ い て は 、70

%以 上 の 企 業 が必 要 だ と して い る。

.

●

必要である
71.8%

必要 ない

28.2%

◆◆◆◆●◆●◆◆◆◆■◆◆◆◆◆●
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆oo● ◆◆◆◆◆●
◆◆◆◆◆◎◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆●o◆e◆ ◆◆●◆●◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆◆●◆◆
◆◆o◆ ●◆●◆◆o◆ ◆e◆ ◆◆命◆◆◆◆◆◆◆◆◆φ◆り.D●◆
◆◎◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆
●◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆■◆◆●◆◆o⇔ ◆9◆ ●◆◆■e●o◆ ◆◆●◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆●◆o◆ ●◆e●o■ ◆●●e◎ ◆◆◆◆Oo◆ ◆◆◆◆◆●◆e◆e
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆■◆◆◆◆◆●◆◆●◆●●●●●◆O◆ ◆◆●◆◆■0◆ ◆◆O◆
◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆●◆◆◆◆●◎◆◆◆◆◆◆
◆◆◆●●◆◆●◆◆◆●◆■◆◆●●◆■◆●●ee◆ ◆◆●
◆◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◎◆◆◆●◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
＼ミ;……………§§……§…………ξ………………33◆

N ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆^へ4◆◆●◆◆◆◆◆◆◆■◆

図2-9 フ ァ ー ム バ ン キ ン グサ ー ビ ス に お け る

情報提供サー ビスの必要性

、

表2-9(1)フ ァ ー ム バ ン キ ン グ サ ー ビス の う ち、 特

に 情 報 提 供 サ ー ビス は 必 要 と 考 え る か

回 答
企業数

比 率

(%)

A必 要 な い 59 28.2

B必 要 で あ る 150 71.8

合 計 209, 100.0

(有 効 回答企業数 209 社)
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表2,-9(2)フ ァ ー ム バ ン キ ン グ で 提 供 し て 欲 し い 情 報

O内 は件数

・為 替 市 況(65

・為 替 情 報(7)

・ リアル タイ ムの 為 替 市 況(2)

●各 国 市場 の 為替 市 況(4)

・債 券 市 況(39

・債 券 市 況(含 む米 国)

'短 資 市 況(35

・短 資 市 況(コ ール レー ト、手 形 レー ト)(2)

・各 種 市 況 情 報 の ヒス トリカノレな過 去 か ら現 在 に 至 る量 的 推移

・発 行 市 場 情 報(8)

・株 式 市 況(3)

・ リア ル タ イ ムな株 式 市 況

・指定 した株 式 の 動 向

・マ ネ ーマ ーケ ッ ト情 報(2)

C.D外 資預金スワップ付実質利廻 りT.B現 先、NCD現 先 等

・資 金 運 用 情 報(5)

・資金 運 用 シ ミュ レー シ ョ ン

・各 種 金 利 情 報

・金 利の 自由 化 が進 ん だ場 合 、銀 行の 企 業 に 対 す るRate情 報 が サ ー ビスの 主

流 に なる と考 え る。

・現 先 レ(3)

・外 資預 金 レー ト

・今 後、 更 に下 記の よ うな銀 行側 に おけ る先行 チ ー タを充 実 して も らい た い。

①D./PD/A手 形 引 受 ・決済 通 知 ② 輸 出信 用 状 到着 案 内

③ 輸 入船 積 書 類 到 着 案 内
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・公 開市 場 に よる情 報 が ほ とん どで あ り、各 銀行 が勝 手 な情 報 を 出 す ケー スが

多い。 それ ぞ れ 専 門 の機 関 か ら情 報 を 得 たい。

/為 替 市 況 外 銀

1短 資市 況 短 資会 社

＼債 券 市 況 証 券会 社

・金 融 全般 の ホ ソ トな情 報

・金 融 経 済 情 報(8)

・各 情 報 と も単 な る 日 々及 び現在 情 報 に 限 らず 、 トレ ン ドを 踏 え た予 測 、未 来

情 報 も欲 しい 。

・銀 行 と しての 総 合 所 見 を 加 え て情 報 を 整理 した もの。

・一般 情 報 で な く そ の金 融機 関 の持 ってい る情報(為 替 な らば先 行 きの 見通

し…… 理 由 も含 め て)が 欲 しい。

・銀 行 の情 報 収 集 能 力 をバ ックに した 、 きめ細 か い外 為 情 報

・情 報 の提 供 に 留 ま らず市 場 全 般 にわ た る高 利 回 り商 品 、新 商 品 の紹 介 、 あ っ

せ ん等 、 企 業 側 に プ ラス と なる様 な コンサ ルタン ト内容 を含 む アプローチが必要

・各国 情 報 、 海外 情 報

・カ ン ト リー リス ク情 報

・外 国 為替 リス ク ・政 治 的 リス ク な ど、様 々 な リス ク管理 に 関 して の助言

・金 利 、外 国 為 替 の 予測

・国 際 的 な投 資機 会 に つい ての 情報 ア ドバ イス

・内外 の マ ク ロ的 な政 治 ・経 済 情 報

・取 引先 の経 営 状 況(債 権 管理 及 び入 手 条 件 、

・会 社 情 報 、 企 業 調 査 情報

・信 用 不 安 情 報

・日 々の トピ ック ス的情 報

・過 去 の 各種 統 計

・不 動 産 情 報

・産 業 人 情 報

一23一



5.受 発 注 オ ン ライ ン シ ス テ ム に つ い て

5.1普 及 状 況

取 引先 企 業 な どの 他 企業 と受 発 注 オ ン ライ ンシ ステ ムを結 ん で い る企 業 は 、

回 答 企 業の24%で あ る。

また 、結 ん でい る相手 先 企 業 の数 は、20社 よ り少 な い 企 業 が ほ とん どで あ

るが 、100社 以 上 に も達 す る 企 業 も3社 見 られ、 最 大 の もの は、4,300社 に も

達 して い る。 それ に つ づ い て 、300社 、110社 が あ る。

導入してない企業
76%177社

他企業 と受発注
オン ラインシス

テムを結 んでい

る企業

24%56社

藷

図3-1(1)受 発 注 オ ン ライ ン

シ ス テ ム の普 及 状

況

社
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相 手 先 企 業 数(社)

図3-1(2)受 発 注 オ ン ライ ンシ ス テ ム

の相手 先企 業数

4
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受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム を、 受 注 の み/発 注 の み/受 注 と発 注 に 区 別 し て

見 る と、 受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム を 導 入 し て い る 企 業 の う ち、62%が 受 注

の み の シ ス テ ム を 、30%が 発 注 の み の シ ス テ ム を 行 っ て い る。 受 発 注 の シ ス

テ ム は 、13%の 企 業 が 行 っ て い る 。

ま た 、 相 手 先 企 業 が 、4,300社 、300社 、110社 の シ ス テ ム は 、 受 注 の み

の シ ス テ ム で あ る 。
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一25一



回

答

企

業

数
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答
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業

数
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図3-1(4)

受 注 オ ンライ ンシス テ ムの相 手 先企 業 数

社

1-920-2940-4960-6980-89100-

10-1930-3950-5970-7990-99

相 手 先 企 数

図3-1(5)

発 注 オ ンライ ンシ ス テ ムの 相 手 先企 業 数

1-920-2940-4960-6980-89100-

10-1930-3950-5970-7990-99

社 相 手 先 企 数

図3-1(6)

受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 相 手 先 企 業 数

1-920-2940-4960--6980-89100-

10-1930-3950-5970-7990-99

相 手 先 企 数
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表3-1(1)受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム導 入 企 業 数(単 位:社)

T.総 計

(A・ ・B・ ・C)

A.受 注 の み B.発 注 のみ C.受 注 と発注

回 答 企 業 数 56(24%) 35 17 13

無 回 答 企 業 数 177(76%) 198 216 220

合 計 233(100%) 233 233 233

表3-1② 受発注オ ンラインシステムの相手先企業数(単 位:社)

相 手 先 企 業 数
T.総 計

(A・rB。rC)
A.受 注のみ B.発 注 の み C受 注と発注

1-9 37 22 13 10

10-19 8 6 3 2

20-29 4 2 0 0

30-39 2 1 0 1

40-49 0 0 0 0

50-59 0 0 0 0

60-69 2 1 1 0

70--79 0 0 0 0

80-89 0 0 0 0

90-99 0 0 0 0

100一 3 3 0 0

合 計 56 35 17 13

(注.表3-1(1)、(2)に お け る こT.総 計.は 、A,B,Cの 区 別 を な く し、A・

B,Cの い ず れ か に 回 答 の あ っ た 企 業 数 を しめ す 。

な お 、A,B,Cの 回 答 企 業 数 の 合 計65社 、T.総 計 の 回 答 企 業 数56

社 は 、 そ の 差9社 が 、A,B,Cの 重 複 した シ ス テ ム を も っ て い る た め

で あ る。
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ろ.2導 入 の き っ か け

受 発 注 オ ンライ ンシステ ム導 入 の きっか け とな っ た こ とは 、

の 合理 化 」 と 「取 引先 か らの強 力 な 要請 」 が 多 い。

「受発注事務作業
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図3-2受 発 注 オ ン ライ ンシス テ ム導 入 の き っか け

表3-2受 発 注 オ ン ラ イ ン シス テ ム導 入 の きっか け と

な った こ とは 何 か

回 答

企業数

比 率

(%)

A受 発注の事務作業 の合理化 49 75.4

B取 引先か らの強 力 な要請 20 30.8

C受 発 注 サ イ ク ル頻 度 の増 加 7 10.8

D受 発注 一納 品 タ イ ム縮 少 の要 請 16 24.6

EJCA手 順 の制 定 に よ り、1つ の 端末 で 多企業 と

の オ ン ラ イ ン化 が 可能 と な った。
5 7.8

F受 発 注 情報 の 処理 の ス ピー ドア ップに よ り、 生 産

計 画 をす み や か に 行 え る。
10 15.4

Gそ の 他 2 3.1

合 計 109
一

(有 効 回答企業数 65ネ ± 、 二 重 巨1答)
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5.ろ 運 営 の 主 体

受 発 注 オ ン ライ ン シス テ ムの運 営 の 主 体 は、 自社 で行 ってい る ところが 半数

以 上 で あ り、 関連 企 業 や小 会 社 で行 って い る ところ を含 め る と80%弱 に なる。

現 在 の と ころ、外 部 企 業 の サ ー ビス を 受け て い る ところは 少 な く、 そ の大 半

は 、 取 引 先 企 業の サー ビス を受 け て い る。
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表3-3

ど こ か

受発 注 オ ン ライ ン シス テ ムの運営 の主体 は 回 答

企業数

比 率
(%)

A 全 て 自社 で行 って い る 44 58.7

B 関 連 企 業、 小 会 社 で 行 って い る 15 20.0

C 一 部
、 外 部 企 業 の サ ー ビス を受 け て い る 5 6.7

D 全 て 外部 企 業 の サ ー ビス を受 け て い る 1 1.3

E 取 引先 企 業 の サ ー ビスを受 け て い る 7 9.3

F そ の 他 3 4.0

合 計 75 100

(有 効 回答企業数75社)
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5.4導 入 の 効 果

受発 注 オ ン ライ ン システ ム導 入 の 効果 と して は、 最 も大 きいの が 、事 務 作 業

の 合 理化 で あ り、 作 業量 、 作業 時 間 が減 少 し、 正 確 さ が増加 してい る と して い

る企 業が ほ とん どで あ る。 、

事務 職 員 数 の 削減 効 果 と して は、 ほ とん ど変 化 が ない とす る企 業 が半 数 で あ

る。
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表3-4

受 発 注 オ ン ラ イ ン シ

1.大 き い 2.多 少
ほ とん ど3
'変化 な し 合 計

ス テ ム導入 の効 果 は

どの程 度 か 回 答
企業数

%
回 答
企業数

%
回 答
企業数

%
回 答
企業数

%

A事 務作業 の量が
36 57.1 20 31.8 7 11.1 63 100

減少 した

B事 務作業の正確
37 59!7 20 323 5 81 62 100

さが増加 した

C事 務作業の時間
35 57.4 21 344 5 82 61 100

が減少 した

D受 発 注の量が増
2 37 11 204 41 75.9 54 100

加 した

E適 正在庫の維持
8 15.1 19 35.9 26 49.0 53 100

が容 易 に な つた

F事 務 職員数 を削
10 17.5 20 35.1 27 47.4 57 100

減 で きた

Gそ の 他
3 100 0 0 0 0 3 100

(注.こ の表 にk・け る%は 、 各行 の 回 答 企業 数 合計 に おけ る1,2,3列 の

回 答 企 業 数 の割 合 を示 す。)
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5.5 普 及 の 制約

受 発 注 オ ン ライ ン シ ス ァ ム普 及 の 制 約 に つ い て 、 制 約 が あ る とす る 企 業 が86

%と 、 ほ と ん ど で あ る 。

具 体 的 に は 、

・伝 票 の フ ォ ー マ ッ トが 各 業 界 で 不 統 一

・オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の コ ス ト高

を あげ る 企業 が半 数 以 上 で あ り

・通 信 回線 利 用 の 制 約

・商 品 コー ドが 不 統 一

が それ に つ づ き、40%前 後 と な っ てい る。
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表3-5(1)受 発 注 オ ン ライ ン シス テ ム普 及 の 制 約 とな

って い る ことは あ る か ど うか

回 答

企業数

比 率

(%)

A制 約 は な い 14 143

B制 約 は あ る 84 85.7

合 計 98 100

(有 効回答企業数98社)

表3-5(2)制 約 が ある とす れ ば、 そ れ は 何 か 回 答

企業数

比 率

(%)

a伝 票 の フ ォ ー マ ッ トが 各 業 界 で 不 統 一 44 54.3

b商 品 コ ー ドが 不 統 一一 35 43.2

c通 信 回線利用の制約 30 37.0

dオ ン ラ イ ン シ ス テ ム の コ ス ト高 46 56.8

eス イ ッ チ ン グ セ ン ター の 設 立 の 遅 れ 7 86

fそ の 他 5 6.2

合'計 167 一

(有 効 回答 企 業数81社 、重 複 回答)
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表3-5受 発 注 オ ン ライ ン システ ム普 及 の制 約

(そ の 他 の 具 体 的 事 項)

各 企 業 独 自の システ ム条 件 が 異 な り、 企業 毎 に シ乏 テ ム対 応 せ ざ るを

得 ない 問 題 が あ る。

現 毅階 に お い て は、 コン ピュー タメー カー に'よる接 続 方 法 の 違 い に よ

り各 メー カー の 端 末 が 自由に接 続 で き ない。 ユ ー ザ ーの 立場 に立 つ と、

伝達 方式 ・コー ド等 の統 一 に よ り、 どの メー カーの 製 品 も自由に 接続 で

きる こ とを 願 う。

コ ン ピュ ー タの異 種 結 合が 難 しい。

オ ン ライ ン シス テ ム普 及 の ネ ソクは

① 種 類 の 相 違

② プ ロ グ ラム言 語 の 相違

伝 送 手 順 の不 統 一

伝 送 フォ ー マ ン トの不 統 一

社 内全 体 の 体 制 不備
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皿.回 答 企 業 の 属 性

1.産 業 別 回答 企 業 数

0

5

0

5

0

5

0

4

3

3

2

2

1

1

5

杜

漏

翻
‖

員

鍵
‖

閨

閨

.閨

白

目

商
量

・.・寧
貰

寧
覧

霞

自
演
嚢

原
図
潤
潤
嚢‖

∨爵閨

　

薗
薗
‖
|

●
寿100苦300ve40e2蝿04剖06ee4(B蒔410""4rZ,eEmOxlee

,eam洋401斧403x4(fi蝿 σ7N409ee411,e500,e700売900xOO2

産 業

図1(1)産 業 別 回 答 企 業 数
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411輸 送 用 機 器
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図1(2)産 業 別 回 答 企 業 数
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表1.産 業 別 回 答 企 業 数

産 業 分 類 回答企業数 %

100農 林 ・ 水 産 業 2 0.86

200鉱 業 1 0.43

300建 設 業 23 9.87

400製 造 業 163 69.96

401食 品 17 7.30

402繊 維 13 5.58

403紙 ・ パ ル プ 3 1.29

404出 版 ・ 印 刷 0 0.00

405化 学 ・ 石 油 40 17.17

406硝 子 ・ セ メ ン ト 5 2.15

407鉄 鋼 5 2.15

408非 鉄 金 属 10 4.29

409機 械 18 7.73

410電 気 機 器 22 9.44

411輸 送 用 機 器 18 7.73

412そ の 他 製 造 12 5.15

500卸 ・小 売 ・商事 業 17 7.30

600金 融 業 0 0.00

700保 険 業 2 0.86

800証 券 業 5 2.15

900不 動 産 業 1 0.43

001運 輸 通 信 業 12 5.15

002電 力 ・ カ ス 1 0.43

003サ ー ビ ス 業 6 2.58

合 計 233 100
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2.資 本 金 規 模 別 回 答 企 業 数
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図2資 本 金 別 回 答 企 業 数

表2.資 本 金 別 回 答 企 業 数

資 本 金 規 模 回答 企業数 %

L5億 円未 満 0 0.00

2.5～10億 円 未 満 1 0.43

3・10～30億 円 未 満 71 30.47

4.30～50億 円 未 満 40 17.17

5.50～100億 円 未満 56 24.03

6100～200億 円 未 満 35 15.02

7.200～500億 円 未 満 20 8.58

8500億 円 以 上 10 4.29

合 計 233 100
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5.売 上 高 別 回 答 企 業 数
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図3売 上 高 別 回 答 企 業 数

表3.売 上 高 別 回 答 企 業 数

売上高

売 上 高 回答企業数 %

10億 ～100億 未 満 3 1.29

100億 ～1000億 未 満 112 48.28

1000億 ～1兆 未 満 107 46.12

1兆 ～10兆 未 満 9 3.87

10兆 ～100兆 未 満 1 0.43

合 計 232 100
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ごロ

企 業 間 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

(フ ァ ー ム バ ン キ ン グ ・受 発 注 オ ン ライ ン シ ス テ ム な ど)

の 実 態 ・ ニ ー ズ に 関 す る 調 査 票 N'

ー

W
Φ

i

調 査 の 目 的

公 衆 電 気 通 信 法 の 一 部 改 正 に よ り、 昭 和57年10月 か ら 、 い わ ゆ る 第2次 回 線

開 放 が 行 わ れ 、 フ ァ ーーム バ ン キ/グ な ど 、 これ まで 実 現 で きな か っ た い くつ か の シ

ス テ ム が 利 用 で き る よ うに な シ て き て い る,、

わ が 国 の 情 報 化 は 、 これ ま で の 自 社 内 オ ン ラィ ン シ ス ァム か ら 、 企 業 とそ の 取 引

先 企 業 な ど の 間 の 企 業 間 オ ン ラ イ ンシ ス テ ム が 進 み つ つ あ り 、 新 た な 飛 躍 の時 代 を

む か え て い るe

本 調 査 は 、 わ が 国 を 代 表 す る企 業 を 対 象 に 、 企 業 間 オ ン ラ イ ン シ ス ア ム(フ ァ ー

ム バ ン キ ン グ、 受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム な ど)の 実 態 と ニ ー ズ を 明 ら か に し、 わ

が 国 の 産 業 の ・一層 の 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 とす る。

1

7

謝

酬

洲

財 団 法 人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会



1.業 種 [[口 (該 当 吉lj,t,,'内 に.=1二 日人 下 さ い

貴社名

ン

ご回答者(本 調査の集計結果の送付先)

部 課 名

lu{)

200

30〔 ▲

100

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

農 林 ・ 水 産 業

ー

』
0

1

ご 氏 名

W采

W莱

山菜

ロ四

維
…
ブ

刷

油

ル

印

行

設

造

,"・
版

学

銀

建

製

食

横

紙

出

化

硝 子 ・セ メ ノ ト

所 在 地 〒

、

鋼

属

械

器

器

遺

金

横

磯

襲

用

他

鉄

気

送

の

鉄

非

機

電

輸

そ

5{川

6{〕{戊

70r)

800

900

{戊Ol

(102

1)03

業市ψ

業

=莱

業

W莱

W莱

ス

W莱

商

量

信

ガ

ス

ロロ
コ

売

融

険

労

連

・

ビ

小

動

輸

力

…

細

金

保

証

不

運

電

サ

電話番号( ) ・ 資本金規模口 (該 当番号 をコ内にご記入 くだ さい)

1

2

3

4

5億 円 未 満

5～10億 円 未 満

10～30億 円 未 満

30～50億 円 未 満

5

6

7

8

50～100億 円未 満

100～200億 円 未 満

200～500億 円 未 満

500億 円以 上



」

一

● 企 業 間 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム に つ い て

企業 間 オ ン フ イ/シ 入 テ ム とは 、 異 な る企 業 の 間 を通 信 回 線

端 末 機 器 な ど で結 び 各 種 業 務 を行'㍉ シ ス テ ム

を い ・ 現 在 利用 され て い る もの で は 、 企 業 ・一 銀 行 間 の オ ン

ス.'・ム'ア ・・..・ごン キ ン グ 戊 企 業 と取 引 先 企 業 と

の 受 発 注 オ ン ラィ ン ッ ス ラーム が 代 表 的 な もの で あ る 。

線

)

線

、線

回

線
回

回

回

X

衆

話
D

用

電
D

公

(

専

一

■

i〔i.,貴 社 で は 、 ど の よ う な企 業 間 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム を 導 入、

利 用 さ れ て い ま す か ⊂、

ピ ト記 の 該 当 項 目 に パ 印 を お 付 け 下 さい)

A.プ アー…ム ノ・イ キ ン「グ

(貴 社 と銀 行 と の オ ン ラ イ ン シ ステ ム)

B.・ 受発 注 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

(貴 社 と取 引 先 企 業 との 受 発 注 オ ン ラ イ ンシ ステ ム)

C,そ の 他 の 企 業 間 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

具体的にその内容 を記入 して下 さい。

D.利 用 し て い な い 。

な お 、 現 在 導 入 ・利 用 さ れ て い な い 場 合 で も、 将 来 の ニ ー

ズ 等 に つ い て 、 以 下1で お 伺 い し ます の で 、 ご回 答 お 願 い 致 し

ます 。



1

ふ

t＼o

l

i'2i フ ァ ー ム パ ン'キ ン'グ(CMS:Cash

Service)に つ い て

2t

Management

ノ.〆 一.・ム//ヤ ノ グ サ ーー ビ ス の 提 供 媒 体 と し(、 現 在 ～欠

の ど れ を 利 用 さ;れ て い ま す か 、、

〔 下 記 の 該 当 項 目 に ○ 印 を お 付 け 下 さ い)

A.テ レ フ ォ ン'サ ー ビ ス(ア ン"t-t－ シ ス テ ム な ど)

B.フ フ・ク ジ ミ リサ 一会ヒ ス

C.テ1/ツ ク ス ・ナ ー ヒ.ス

D.パ ソ コ ン ・サ ーー ビ ス

E.オ ン ラ ・1ン 伝 送 サ 一一ビ 入(コ ン'ピ ュ ー タ)

F.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入'ト ーさ い)

「
」

2-2.将 来 利 用 し た い と 思 う 提 供 媒 体 は 、 次 の ど れ で し ょ う か 。

A.テ レ フ ォ ン サ ー ビ ス(ア ン サ ーー一・シ ス テ ム な ど)

B.フ ァ ク シ'ミ リサ ー・ビ ス

C、 テ レ ソ ク ス サ ー ヒ ス

D.パ ソ コ ンサ ー ビ ス

E.オ ン ラ イ ン'伝 送 サ ー ビ ス(コ ン ビp.一 夕)

F.そ の 他(具 体 的 に 記 入 し て 下 さ い 。)

/

2--3.フ ァ ー ム パ ン'キ ン グ の ・

う な も の が 実 施 さ れ て ・

サ ・・ビ ス ・メ ニ .∵一・

一 一"一'『「一'

|

.一一 ピ ス メ ニ 、,一 は 、 現 在 次 の よ

、 ま 一ポ 、

実 施 状 況
ア ブ リ ク㌔ ・一シ 、,ン | ア メ リ カ 日 本'
会計情報提供サービス

残 高 報

異 動 明 細 報

密

告

,

川 複数銀行対象内容

豊 富)
o(同 上)

ご.(1金 融機関内に限定、

内容 も単純)
△(同 上)

資 金 移 送 サ ー ビ ス
集 中 化 〔コ

振 込 処

座

理

o(複 数銀行が国際的

規模 で可)
△(端 末か ら実施・川

△(… 部の金融機関が本支

店間 で実施中)
×(MOFの 認可待ち)

コンサル アィング ・サーピヌ

情 報 提

資 金 運

供

用

こ)(経済金融情 報、 外

為、証券相場が早 く
提供され る)
△(一 部の銀行で開答

された)

△(外 為 レ ー ト案 内 の み)

)ぐ

.

貴 社 が 現 在 また は こ れ か ら利 用 し た い と思 うサ ー ビス メ

ニ ゴ ーは どれ です か 。

{'下 記 の 該 当 項 目 に(.)印 を 素:付 け 下 さ い)

A.残 高 照 会

B.取 引 明 細 照 会

C,自 動 資 金 振 替

D,過 去 の 取 引 内容 照 介

E.入 出 金 通 知

F、 給 与 振 込 サ ー ビ ス

G.総 合 振 込 サ ー ビ ス

H,そ の 他(具 体 的 に 記 入 し て 下 さ い 。)



ー

ム

W

l

2-4.'フ 。_ム パ ン・キ ン グサ ー ビ スa)手 数 鞭 つ い て 、 貴 社 の お 殼 を お 伺 、・し ま す・t、

(右 の1～3の 該 当 す る番 号 に ○ 印 を お 付 け 下 さ い)

は ど と え い

ち も な い

い ら い い え

A、 サ ー ビ ス メ ニ=一 単 位 に手 数 料 を 支 払 っ て も 良 い と考 え て い る。123

B.サ ー ビ ス メ ニ=一 を パ ッケ ー ジ に し て手 数 料 を 支 払 っ て も良 い と考 え て い る.、123

〔また 、 下 表 の 横 欄 の フ ァ ー ム ノ"ン キ ン グサ ー ビ ス ・メ=一 。一一の そ れ ぞれ に つ い て 、 縦 横 の 手 数 科 の 支 払 い に 関 す る 考 え 方 に 対1、 て 、1～3の 該

当 す る番 号 に○ 印 を お 付 け 下 さ い)

.

残 高 照 会 取引明細照会 自動資金振替
過 去 の 取 引

内 容 照 会
入 出金通 知

給 与 振 込

ナ ー ビ ス

総 合 振 込

サ ー ビ ス

は どとえ い は どとえ い は どとえ い は ど とえ い は どとえ い は ど とえ い は どとえ い

C.フ ァ ー・・ム バ ン キ ン グサ ー ビス の 手

数 料 は 、 従 来 と 同 じ手 数 料 体 系 が 望

ち もな い

い らい い え

ら もな い

い らい い え

ち もな い

い らい い え

ち もな い

い らい い え

ち もな い

い らい い え

ち もな い

い らい い え

ち もな い

い らい い え

ま し い と 考 え て い る 123 123 123 123 123 】23 123

D.フ ァ ー ム バ ン キ ン グサ ー ビ ス の 手

数料は、従来の手数料体系 よりも減

讃 し て 欲 し い と 考 え て い る 123 123 123 123 123 ▲23 123
・

E,フ ァ … ム パ ン キ ン グサ ー・一ビ ス の 使

用頻度に応 じて支払 ㌔

123 123 123 123 123 125 123



1

心
O

ー

2・-5.・lr… ・ム ・t)・1'ニ ノ ・i'一一 ヒ ス の わ が 国 で の 普 及 の た め の

マ ッ ク は 何 と 考 え ら れ ま す か 、、

下 記 の 該 当 －tる 記 号`({-}印 を お 付 け 下 さ い)

A法 桁1渡 の 制 約

B→:;1・ 一.リ テ ↓の 不 完 全 性

C.:ご[:Fuノ レグニ)T'"x糸充一・`

D,コ:・.rが 高 い

E.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さ い)

2-6,/ア ー・一ム.バ ン キ ン グサ ー ビ ス の 普 及 に よ っ て 取 引 銀 行 数

の絞 り込 み が 行 わ れ る と 予 想 され て い ま す が 、 そ の 際 の

銀 行 選 別 の ポ イ ン トは 何 と考 え ら れ ま す か 。

`下 記 の該 当 す る 記 号 に(⊃印 を お 付 け 下 さ い)

A、 サ ー ビス の 内 容

B.サ ーービス の 料 金

C.セ キ=リ テ イ の 体 制

D.こ れ ま で以 上 に 、 メ イ ン、 準 メ イ ン銀 行 に紋P込 む

E.特 に 絞 り込 み は 行 わ ず 、 従 来 の 取 引 銀 行 と取 引 き を

続 け る

F,そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さ い)

2-7 ツ ー戸 ・一思 ・ン キ ン 〃

エ うか烏 大

(下 書己の て れ ぞ か の1負 目 の 効At－に つ い て.き

1～3の 該 当す る番 田(○ 印 を 付け て下 さい)い

A.会 計 事 務 の 合 理 化 が 進 ん だl

B.資 金 の 集 中 管 理 、運 用 の 効 率 化 が で1

き た

C.事 業 の 新 た な 展 開 が 可 能 に な っ た1

D.会 計 情 報 の 処 理 の ス ピー ドア ッ プ に1

よ り戦 略 的 意 志 決定 が 早 くな っ た

H:業 務 の コ ソ ピ,.一 夕 処 理 と会 計 処 理1

が 連 動{.た 効 果 的 な システム とな った

F.事 務 職 員 数 の 削 減 効 果 が あ っ たi

G.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さい)

/・)トー ビス 導 入 の 効 果 は どの 程度 で し

多
`

少

2

2

ほ 変

と化

ん な

ど し

3

3

23

23

23

23

2--8複 数 の 銀 行 と の フ ァー ム ノミン キ ン グ を 、 統 合 的 に 処 理 し

サ ー ビス す る い わ ゆ るマ ル チ ・バ ン ク ・ レ ポー トは 必 要

とお 考 え で す か 。

(下 記 の 該 当 す る 記 号 に ○ 印 を お 付 け 下 さい)

A.必 要 な い

B。 必 要 で あ る(具 体 的 に は 、 マ ル チ パ ン ク レポ ー トを

行 う主 体 は 、以 下 の ど れ が 相 応 し い とお 考 え で す か 。

該 当 す る 記 号 に○ 印 を お 付 け 下 さ い)

a.公 的 機 関

b,銀 行

c.銀 行 の 共 同 設 立 機 関

d.独 立 系 の 計 算 セ ン タ ー

e.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さ い)



ー

ふ

O
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2--cj、 フ ァー ム ハ ソキ ン グーV-一ビ ス の うち 、 特 に 情 報 提 供 サ …

ビ ス は 必 要 とお 考 え です か 。

情 報 提 供 サ … ビ ス は 、 現 在 、 為 替 市 況 、 短 資 市 況 、 債 券

市 況 、 発 行 市 場 情 報 な ど の 金 融 ・経 済 情 報 の 提 供 が 実 施

又 は 予 定 さ れ てい ます,,

(下 記 の 該 当 す る 記 号 に ○ 印 を お 付 け 下 さ い)

A.必 要 な い

B.必 要 で あ る

(具 体的に、銀行に提供 して もらいたい情報 とは何

かをご記入下さい)

i'31受 発 注 オ ン ラ イ ン シ ステ ム に つ い て

3-1.現 在 、 い く つ か の 企 業 と 受 発 日'オ ン ラ'fン シ 入 テ ム を 結

ん で い ます か 。 そ の 企 業 数 をmに ご 記 入 下 さいt－

A,受 注 の み

B.発 注 の み

C.受 注 と発 注

[二 二玉
玉

桂

3-2.貴 社 が 受 発 注 オ ン ラ イ ンシ ス テ ム 導 入 の き っ か け と な っ

た こ とは 、 次 の どれ です か 。

(該 当 項 目 の 中 か ら2つ だ け ○ 印 を お 付 け.下 さ い)

A.受 発 注 の 事 務 作 業 の 合 理 化

B、 取 引 先 か ら の 強 力 な 要 請

C.受 発 注 サ イ ク ル 頻 度 の 増 加

D.受 発 注 一 納 品 タ イ ム 縮 小 の 要 請

E.JCA手 順 の 制 定 に よ り 、1つ の 端 末 で 多 企 業 との

オ ン ラ イ ン 化 が 可 能 に な っ た

F.受 発 注 情 報 の 処 理 の ス ピー-tドア ッ プ に よ り生 産 計 画

を す み や か に行 な え る

G.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さい)
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3--3貴 社 の 受 発 注 オ ン ラ イン シ ス 」5一ム の 運 営 は ど の よ うに し

て行 っ て い る ∂)で ㌧ よ うか 、♪

1ザ 記 の 該 当す る 記 号 に()印 をiつ つ け て ドさい)

A、 全 て 自社 で 行 っ て い る

B.関 連 企 業 、 子 会 社 で行 っ て い る

C.一 一部 、 外 部 企 業 の ・吾ト ・ビス を 受 け て い る

D.全 て 、 外 部 企 業 の サ ーービ ス を 受 け て い る

E.取 引 先 企 業 の サ ー ビ ス を 受 け て い る

F.そ の 他

3-4受 発 注 オ ン ラ イ ン ジ ス ラ ム 導 入 の 効 果 は 、 ど の 程 度 で し

ょ う か。(下 記 の そ れ ぞれ の 項 目 ゾ)効

果について、1べ3の 該当す る番号 に

○印を付けて下さい)

A.事 務作業の量が減少した

B.事 務作業の正 確さが増加 した

C.事 務作業の時間が減少 した

D.受 発 注の量が増加 した

E.適 正 在庫の維持が容易にな った

F.事 務 職員数を削減できた

G.そ の他(具 体的にご記入下 さい)

大

き

い

且

1

1

1

1

1

多

少

2

2

2

2

2

2

ほ 変

と化

ん な

ど し

3

3

3

3

3

3

3--5.受 発 注 オ/=)イ ン シ ス ラ ム 普 及 の 蒲ll約 と な ・;㍉て'ttる こ と

は あ り ま す か,あ る と す れ ば そ オ"は 何 で す か.

C.下 記 の 該 当 項 目 に ご泊 」を お 付 け 下 さ い)

A.制 約 は な い

B.制 約 は あ る

a.伝 票 の フ ォ ーー一一?ッ ト が 各 業 界 で 不 統 －

b.商 品1.1-・一・ドカ:不 統 一一

c.通 信 回 線 利 用 の 制 約

d.オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の コ ス ト高

e.ス イ ッ チ ン グ セ ン タ ー の 設 立 の 遅 れ

f.そ の 他(具 体 的 に ご 記 入 下 さ い)

ご 協 力 あ りが と う ご ざい ま し た。
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